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◇臨床研究噸1

1．いま，なぜ臨床研究か？　なぜ臨

　　床研究医が必要か？

　臨床研究とは薬剤の有効性を検証する臨床試験

だけでなく，診療レベル，社会レベルにおける

様々なレベルの研究の総称である．「医学の成果

を，早く，安全に，適切に，安価に患者の手元に

届ける」ためには，診療レベル，社会レベルでの

エビデンスを築くことが必要であり，臨床研究は

欠かせないものである1）．

　しかし，我が国の臨床研究は基礎医学研究と比

較して低調であった．その原因には様々な考察が

なされているが，これまでに系統的な教育プログ

ラムによる人材育成が行われてこなかったことが

原因のひとつとして考えられる1）．

　具体的にはどのような人材が必要だろうか．共

著者である福原らは，臨床経験を有し，かつ臨床

研究の基礎と実践を学んだ臨床医こそが，臨床研

究を推進していく上で必須であると主張してき

た1）．なぜなら，臨床研究の素養が全くない臨床

医と，臨床を知らない疫学や統計の専門家が協力

して臨床研究を進めようとすると，共通の言語を

有していないためコミュニケーションが難しいこ

とが少なくない．そのため，臨床と臨床研究手法

の両方に精通した臨床研究医が，その橋渡しの役

割として必要である．そのような人材が，我が国

には極めて乏しい．

2．臨床研究の教育に対する潜在的な

　　ニース

　社会からの臨床研究への要求はあるが，現場の

臨床医からのニーズはあるか？　我々が中堅臨床
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医を対象として行ったアンケートでは，85％の回

答者が臨床研究実施に興味があり，約80％が臨

床研究の教育の受講を希望すると答えた2）．また，

初期研修医を対象に行ったアンケートでは，全体

の66％が将来大学院への進学を希望すると回答

し，そのうちの86％が進学の目的を臨床研究の

ためと回答した3）．ある程度の臨床経験を積んだ

医師のみならず，若手医師にも臨床研究の教育の

ニーズがあることが示され，大学院教育の活性化

につながる可能性も見出せる結果となった．この

ような状況を受けて，京都大学，東京大学，大阪

大学，長崎大学などにおいて，臨床研究の人材育

成プログラムが誕生した．京都大学では，「臨床

研究者養成コース（Master　of　Clinical　Research，

以下MCR）」を2005年より開始しており，5年間

で一定の成果を上げた．（http：／／www．mcrky（）－

t（）－u．jp／）臨床研究医の人材育成方法のひとつと

して，コースプログラムの紹介を以下に行い，そ

こから見えてきた新たな課題に関して述べる．

3．京都大学の新しい試み　臨床研究

　　者養成コース（MCR）

　複雑化した医療・医学と社会のニーズとの間を

埋めるインターフェースの役割を果たすために，

京都大学大学院医学研究科は2000年に，我が国

最大の公衆衛生専門大学院である社会健康医学系

専攻を設立した．さらに，臨床経験のある医師

（歯科医師）に特化した1年制の専門職学位課程

（修士）としてMCRコースを開講した．従来の

基本的な疫学，統計学に加え，臨床研究の実践に

活用できるように工夫された授業や実習のコース

ワークを，新たに10科目以上開発し提供してい

る．このようなコースワークに加えて，個々の院

生に1～2名の教員が配置され，個別指導（メン

タリング）が提供されることがもう一つの特徴で

ある（図1）．また，コース修了後に博士課程進学，


